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- F(△A;t,S)+R(t,S) (t≧ S) (1)
ここにFは次の二つの仮定を満すものとするo
i) Fは二つの時間座標 t及びS(≦ t)のみの陽関数であるo
i) Fは△A(I)(t≧ T≧S)の線型汎関数である.










となるo (2)の右辺第-項は (△Ai(T),△A;(S))(i,j- 1,･･,n;t≧T≧S)に
線型であるo Rは上の仮定 i)及び i)をみたす以外何ら制限されていない.したがっ
てFに対 して第三の仮定は,
il)FはRと△A(S)が直交するように選ぶ :





















ds △A*(S))- (求(t,S),R*(S,S)) (t≧ S) (6)

































とは少し異なった表現を与える. 例えば,K(t,t)△A(t)はprojectionの方 法 では ,
K(0,0)△A(t)に置き換 り,その為かどうかfluctuation-dissipationtheorem(6)がまだ
得られていない｡
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